
 

 

 

 

道徳授業地区公開講座を実施しました 
 

今年度の道徳授業地区公開講座は、１月１５日(土)の２校時に実施しました。今

日の授業を通して、子どもたちに考えてほしいことをお伝えします。また、ご家

庭でも、本日の授業についてのお話をしていただければ幸いです。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

１ 主題名  はしのうえのおおかみ（親切、思いやり） 

 

２ ねらい 

   うさぎやきつねなどに意地悪をしていたおおかみが、くまに親切にされて

心を入れ替える姿を通して、相手に親切にすることのよさについて考えさせ、

相手のことを思いやり、優しく接しようとする実践意欲と態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

わんだふる！！
芝久保小学校１年生 

学年だより特別号 

令和４年１月 15 日（土） 

■ご家庭で話題にしていただきたいこと 

この段階の子どもたちは、学校生活にも慣れ、遊びや学習を通して、学級

にはいろいろな友達がいることに気付いています。いろいろな友達の違いに

とらわれることなく互いに関わり合うことにより、心が通じ合い、そこに確

かな友情が生まれます。それがあってこそ心の安定が図られ、楽しい学校生

活が送れます。 

本日、今までの体験を思い起こさせながら、いつでも誰にでも思いやりの

心をもち、親切に振舞おうとする心情を育てる授業を行いました。 

ご家庭においては、いろいろな友達の違いにとらわれずに、相手の立場に

立って、相手の心情を思い、温かい気持ちで接することの大切さについて、

お話してあげてください。 

■教材「はしのうえのおおかみ」のあらすじ 

大きなくまとの関わりで変化したおおかみの気持ちを考えることを通して、

ねらいに迫るものである。一本橋でうさぎやきつねを追い返していたおおかみ

だったが、大きなくまに優しくされたことから、相手を思いやり、親切にする

ことの気持ちよさに気付く内容である。 


